


情報工学とは、情報の伝達・認識・処理・利用に関するハードウェアとソフトウェ
アを研究する学問です。情報工学部では全ての学科において人工知能等を含む高度
な情報処理技術の教育・研究をしており、情報通信工学科にて情報の通信とそれを
支える電子工学を、情報システム工学科にて機械工学と機械とコンピュータを結び
つけるインターフェース工学を、人間情報工学科にて人間工学と人間情報とコン
ピュータを結びつけるインテリジェントシステムを教育・研究をしています。つま
り、情報工学、通信工学、電子工学、機械工学、人間工学を総合的に教育・研究し
ています。
現代社会は知識基盤社会、そして近年は「モノのインターネット」である IoT
（Internet of Things）の時代と言われています。IoT では機械・人間等、全てのモ
ノが情報源であり、それらの情報はインターネット上で通信され処理される時代で
す。情報工学部にはそれら全ての教育・研究分野が揃っています。
これらの教育・研究を進めるため、本学では情報工学部 3 学科に加えて大学院情
報系工学研究科博士前期・後期課程システム工学専攻を擁しています。
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教育設備

情報通信工学科演習室

情報通信工学科実験室

授業の紹介

　本学科の演習室では、最新の計算機利用環境を迅速に提供するシンクライ
アントシステムが運用されており、PC-UNIX(Linux) を基とした学習環境が提
供されています。PC-UNIX は世界の情報通信産業や情報工学の分野で標準的
な地位を確立しており、計算機工学を学ぶうえでも有用です。学生は本学科
で受講した内容を演習室で実践、体得し、さらに自学自習を重ねることで、
世界で通用する技術を磨くことが出来ます。
＊演習室を使用する科目：情報通信工学演習 I、 II、 III、情報通信工学実験B、 D

　ハードウェア系の様々な実験を行うための部屋です。電圧信号を発生
するファンクションジェネレータ、電圧の時間波形を観測するデジタル
オシロスコープ、電圧や電流の値を読み取るデジタルマルチメータなど
の計測装置、ならびに、測定データを収集するためのノートパソコンを
備えています。
＊実験室を使用する科目：情報通信工学実験 A、 C、 E

情報通信工学科への導入科目です。グルー
プごとに課題について調査・分析・解決を
体験し、発表します。また、数名の教員が
オムニバス形式で講義をします。

●フレッシュマンセミナー

現代の情報システムに不可欠な基盤技術で
ある関係データベースの概念や操作につい
て、背景である数学モデルも含めて学びま
す。

●データ工学
マイコン（PIC）を使ったライントレースロ
ボットの設計・開発を通じて、ハードウェ
アからソフトウェアまでロボットを動かす
ための各種技術・知識を修得します。

●情報通信工学実験Ｅ
無線通信に使われる電磁波回路の高性能化
や小型化を目指した研究、左手系メタマテ
リアルの応用を目指した研究など様々な
テーマで行っています。

●卒業研究

コンピュータの多様な用途について触れ、
情報通信工学科の学生として必要な技術と
知識を学びます。特に、PC-UNIXを題材とし、
コンピュータリテラシー、文章作成、プロ
グラミングの基礎を演習形式で習得します。

●情報通信工学演習Ⅰ
種々の電気製品を構成する電気回路に関す
る実験を行います。具体的には、電気抵抗
の測定やフィルタ回路の周波数特性の測定
などを行います。

●情報通信工学実験Ａ
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情報数理学研究室
現実に存在する様々な問題をコンピュータにより解決させる
ための方法（アルゴリズム）を研究しています。例えば、ト
ラックで荷物を集配するときの効率的な道順を見つける問
題、デジタル画像中から特定の対象物を検知・抽出する問題
などについて、有効なアルゴリズムの開発に取り組んでいま
す。

最短経路探索アルゴリズム▲ 目立ち度可視化インタフェース▲

人工知能学研究室
人工知能は急速な発展を遂げ、いたるところで活躍し、今
やなくてはならない存在になっています。SFの世界の中の
夢のような技術が、次々と実現されてきています。私達
は、コンピュータやロボットなどを用いた人工知能によ
り、生活を支援したり、楽しくしたりする研究を行ってい
ます。また、幼児のようにコミュニケーション能力を学習
する手法を構築するなどして、知能とは何かを探る研究も
行っています。ヒューマンロボットインタラクション▲ 没入型仮想空間▲

携帯電話や無線LANといった情報通信技術（ICT）の普及に
よって、「いつでも、どこでも、誰とでも、どんな情報にで
も」アクセスできるユビキタス情報社会が実現されようとし
ています。無線通信技術を使って、さまざまなディジタル情
報を「より高速に、より正しく、より効率的に、より安全
に、より安価に」通信するための技術について研究・開発を
行っています。

通信伝送工学研究室

無線LANとマルチホップ通信▲ マルチホップ通信シミュレーション▲

最近の電波技術の発展は目覚ましく、携帯電話、無線
LAN、衛星放送、カーナビ等は日常生活と密接に関わるよ
うになってきました。社会を支えるGHz技術を目指して、
各種電波システムの構築に必要なマイクロ波回路技術に関す
る研究・開発を行っています。また、人間の視知覚特性に基
づく画像処理技術の研究も行っています。

波動情報工学研究室

マイクロ波回路の測定▲ 回路パターン▲

情報通信技術の発達により、人々が持つ多種多様な情報を、
様々な用途に応じ、伝えたいという欲求が、より高まってい
ます。そのため、携帯機器や家電などコンピュータを含むあ
らゆるモノが、大規模で、複雑な通信ネットワークを形成す
るようになっています。本研究室では、人と人とが快適なコ
ミュニケーションを行えるよう、ネットワークや通信機器が
抱えている様々な技術的課題について研究を行っています。

通信システム工学研究室

LANとインターネット▲ 通信ネットワークのモデル化と評価▲

現代生活に必要不可欠な集積回路（LSI）の回路設計技術に
ついての研究を行っています。ユビキタス情報化社会の基盤
技術となる無線通信用高周波アナログ集積回路、動的再構成
技術を軸とする新しい回路方式による汎用プロセッサ・メ
ディアプロセッサなどのロジック集積回路を対象とし、回路
設計、シミュレーション、レイアウト設計、試作、測定、評
価を通して研究・開発を行っています。

集積回路工学研究室

オン・ウェーハ・プローブによる
　　　　　　　　　ミリ波回路の測定▲

CADによる回路設計・シミュレーション▲

高速光ファイバ通信や高密度光記録を可能にした光エレクト
ロニクスは、今後もますます高度情報化社会の発展に貢献し
ていくことが期待されています。新しい物理現象を利用し
て、半導体レーザに代表される光電子素子の高性能化や新機
能素子の創出に関する研究を行っています。

光電子工学研究室

２次元微小共振器レーザ▲ 半導体レーザの特性評価▲

集積回路や太陽電池など電子デバイスに用いられる半導体に
ついて、並列計算機の内部に半導体の構造を原子レベルで再
現し、分子シミュレーション技術により性能を予測する研究
手法により、新機能の探索や物性の解明を行っています。他
にも、屈折率分布型レンズの結像理論と光ファイバ通信用微
小光デバイスへの応用、そして非線形媒質を用いた光カオス
系に関する研究を行っています。

応用物理学研究室

太陽電池変換効率の予測システムの開発▲ 光ファイバ通信に用いられる
方向性結合器のシミュレーション▲
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学部より２年間長く研究に携わることで専
門性を深めることができ、それを活かした
職業に就ける可能性が高まると思います。

また研究活動や学内外での発表などを通じて、物事
を論理的に考察する力や自分の考えを適切にプレゼ
ンテーションするスキルを培うことができます。
このような能力は社会人としてあらゆる分野で強み
となるので、将来異なる専門分野に進むことになっ
ても、自信を持って職業選択の幅を広げることがで
きると思います。

以前から興味のあった情報工学の専門知識
を身に付けることができるので、選びまし
た。講義だけでなく実験や演習もたくさん

あるので、それらを通してより知識を深めることが
できます。また、高校で学んだ数学や物理をさらに
詳しく学べるということも魅力でした。情報系に興
味や関心のある方はもちろん、ものづくりが好き、
数学や物理が好き、という方にも適した学科だと思
います。ぜひこの学科で一緒に充実した学生生活を
送っていきましょう。

合格することだけに必死になるのではな
く、その先のことも考えてみてください。
その大学で自分は何がしたいのか、何を学

びたいのかを明確にすることができれば、きっと今
以上に頑張れるはずです。そのためにも多くのこと
に関心を持ち、自ら学ぼうとすることが大事です。
受験に対してどれだけ頑張れるかによってその後の
人生も大きく変わってくると思います。頑張ってよ
かったと思える日が来るためにも、今を大切にして
ください。

この学科では、情報処理、通信工学、電子工
学を中心に学ぶことができます。私は、入学
当初、自分のやりたい事がわからない状態

でしたが、学年が上がるにつれて、講義や実習も専門
的になり、自分の興味のある分野が見えてきました。
専門知識やスキルの習得はもちろんのこと、資料作成
やプレゼンの手法など、社会人の基礎となる能力も身
につける事ができるので、卒業後も情報系に限らず、
あらゆる分野で大いに活躍できます。ぜひ、あなたも
ここで、自分のやりたい事を見つけてみませんか？
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教育設備

情報システム工学科演習室

情報システム工学科実験室

授業の紹介

　70 台を超えるコンピュータが設置された教室です。ソフトウェア演習や
CAD 演習など、コンピュータを用いた演習が行われるほか、授業時間以外は
自学自習に利用できます。最近は、3D プリンタが新たに導入され、研究など
に用いられています。

　電源装置やオシロスコープなど様々な実験器具を備えた教室です。電
気系から機械系まで幅広い分野の実験・実習が行われます。とくに、数
値制御工作機械（写真左）が設置されており、これを用いた工作実験が
カリキュラムに組み込まれています。

代表的なプログラミング言語である C 言語
を用いてプログラム作成の基礎から応用ま
で学びます。文法理解を深め、基礎的なプ
ログラム作成能力を養成します。

●ソフトウェア演習Ⅰ・Ⅱ

人間特性からインタラクションとコミュニ
ケーション、身体的コミュニケーション技術、
インタフェースのデザイン、評価まで、ヒュー
マンインタフェースの基礎を学びます。

●ヒューマンインタフェース
機械情報システムを設計・製作するための
知識を統合的に応用して基本的な制御シス
テムの設計・製作技術を習得し、その技術
を用いて自律型移動ロボットを製作します。

●システム創造プロジェクト
3年次までに学んだことをベースとして、こ
れまで解決されていない問題の解決に取り
組み、その結果を卒業論文としてまとめ、
発表会で報告します。

●卒業研究

機械図面が読めて書けることは設計の基本
です。手書製図、2 次元および 3 次元 CAD
の演習を通して、基本知識の習得と正しく
製図する能力ならびに図面を理解する能力
を養成します。

●CAD演習
様々な基礎実験を通じて、各種の力学・電
磁気学・電子工学などにおける現象に対す
る理解を深め、実験結果の解析手法および
論理的文章作成に習熟します。

●機械物理学実験Ａ・B 

◇機器設計の基礎領域で
　【機械工学分野】の「材料と構造の力学」「エネルギー
　と流体のながれ」「機械的な機構とその運動」　「機構の
　設計」
　【情報工学分野】の「プログラミング」「ソフトウェア」「論
　理回路」「計算機工学」 
◇インテリジェント化の領域で、「人工知能」「制御」
　「信号処理」　「ヒューマンインタフェース」



教育設備

情報システム工学科演習室

情報システム工学科実験室

授業の紹介

　70 台を超えるコンピュータが設置された教室です。ソフトウェア演習や
CAD 演習など、コンピュータを用いた演習が行われるほか、授業時間以外は
自学自習に利用できます。最近は、3D プリンタが新たに導入され、研究など
に用いられています。

　電源装置やオシロスコープなど様々な実験器具を備えた教室です。電
気系から機械系まで幅広い分野の実験・実習が行われます。とくに、数
値制御工作機械（写真左）が設置されており、これを用いた工作実験が
カリキュラムに組み込まれています。

代表的なプログラミング言語である C 言語
を用いてプログラム作成の基礎から応用ま
で学びます。文法理解を深め、基礎的なプ
ログラム作成能力を養成します。

●ソフトウェア演習Ⅰ・Ⅱ

人間特性からインタラクションとコミュニ
ケーション、身体的コミュニケーション技術、
インタフェースのデザイン、評価まで、ヒュー
マンインタフェースの基礎を学びます。

●ヒューマンインタフェース
機械情報システムを設計・製作するための
知識を統合的に応用して基本的な制御シス
テムの設計・製作技術を習得し、その技術
を用いて自律型移動ロボットを製作します。

●システム創造プロジェクト
3年次までに学んだことをベースとして、こ
れまで解決されていない問題の解決に取り
組み、その結果を卒業論文としてまとめ、
発表会で報告します。

●卒業研究

機械図面が読めて書けることは設計の基本
です。手書製図、2 次元および 3 次元 CAD
の演習を通して、基本知識の習得と正しく
製図する能力ならびに図面を理解する能力
を養成します。

●CAD演習
様々な基礎実験を通じて、各種の力学・電
磁気学・電子工学などにおける現象に対す
る理解を深め、実験結果の解析手法および
論理的文章作成に習熟します。

●機械物理学実験Ａ・B 

◇機器設計の基礎領域で
　【機械工学分野】の「材料と構造の力学」「エネルギー
　と流体のながれ」「機械的な機構とその運動」　「機構の
　設計」
　【情報工学分野】の「プログラミング」「ソフトウェア」「論
　理回路」「計算機工学」 
◇インテリジェント化の領域で、「人工知能」「制御」
　「信号処理」　「ヒューマンインタフェース」



情報システム工学科の研究

回路デザイン研究室

ヒューマンインタフェース研究室

制御・ロボット工学研究室

ソフトウェアデザイン研究室

材料・機械設計学研究室

エネルギー・環境研究室

電力工学研究室

機械・エネルギーシステム
工学講座

計算機数学基礎研究室

知能情報処理研究室

ソフトウェアシステム
工学講座

知的インタフェース
システム工学講座 うなずきや身振りなどの身

体的引き込みをCGキャラク
タやロボットなどのメディ
アに導入し、一体感が実感
できるシステムを開発して
います。

モーションキャプチャでリア
ルタイムに動かせるアバタを
使って、仮想空間を効果的に
利用したコミュニケーション
の解析・理解に取り組んでい
ます。

身体的コミュニケーションシステムの開発 コミュニケーションの解析・理解

コミュニケーション場の生成・制御▲ アバタを介した遠隔コミュニケーション▲

ヒューマンインタフェース研究室

ソフトウェアの開発を通して
作成されるドキュメント類を
モデル化して全解析すること
で、矛盾や誤りを自動的に検
出・除去し、システムの信頼
性を大きく向上させます。

ハードウェアとソフトウェア
を協調して設計することによ
り、自動運転車両に搭載する
画像認識アルゴリズムを高速
化・高信頼化するための研究
開発を行っています。

ソフトウェアの自動検証技術 車載画像認識技術

モデル検査技術による
　　ソフトウェアの誤り検出▲

コンピュータボードへの
　　　画像認識アルゴリズム実装▲

回路デザイン研究室

ソフトウェアシステム工学講座

知的インタフェースシステム工学講座

機械・エネルギーシステム工学講座

オープンデータを利用した電子ハザードマップ ゲームの思考アルゴリズムの開発

電子ハザードマップの画面▲ 作成した思考アルゴリズムでの
　　　　　　　　　　　対戦の様子▲

ウエブ上の情報を分析・可
視化して、我々の生活や産業
に活用する方法を研究して
います。計算機で膨大なウエ
ブ上の日本語を解析し、オー
プンデータの情報と合わせ
て課題解決を行います。

機械学習、ヒューリスティック、
モンテカルロシミュレーション
などの技術を組合せて、新たな
思考アルゴリズムを考案しま
す。さらに、ゲーム以外の身の回
りの問題解決にも応用します。

知能情報処理研究室

最先端の英語論文について教えてくれるソフト 衝撃現象の解析

色んな技術を駆使して
　　　最先端の英語論文を解析▲

数値ラプラス逆変換法で計算した
　　　　　　　　　　応力伝播の比較▲

大量の英語論文を自動解析
して、最先端の研究を教え
てくれるソフトを作成して
います。翻訳・要約・検
索・画像処理などの技術を
使います。英語入試問題を
解く人工知能ソフトも作っ
ています。

衝撃力を受ける部材に発生す
る応力や曲げモーメントの非
定常応答、衝撃振動に関する
解析を行っています。

ソフトウェアデザイン研究室

非線形制御を活用して、消
費エネルギーが少なく環境
変化にも対応できる新しい
ロボットの制御理論の構築
を目指しています。

人間が身体や環境のダイナミ
クスを操って運動意図を実現
する仕組みを工学的な視点か
ら解析しています。

劣駆動ロボットの先端制御理論・実機検証 歩行運動の計測・解析

鉄棒アクロバットロボットの制御実験▲ 歩行運動の計測・解析▲

制御・ロボット工学研究室

数学の構造解析の研究 噴霧燃焼の数値解析

単位球の構造と幾何学的定数の例▲ 周辺雰囲気による
　　　噴霧液滴温度への影響▲

数学ソフトウェアを用いる
ことにより、自然現象及び
社会現象などの様々な現象
に対して数学的構造を解析
します。

エンジン筒内などで行われている
噴霧燃焼をモデル化し数値シミュ
レーションを行っています。理想
的な燃焼条件を探索することによ
り低排気・低燃費を維持したまま
広範囲の出力・回転数で運転する
ことが可能となってきています。

計算機数学基礎研究室

公道走行できる電気自動
車（EV）を自作し（車検
取得済）、日本の環境や
ライフスタイルに適した
スマートコミュニティを
構築するための様々な要
素技術の研究と開発を進
めています。

従来の一方向のエネルギー供
給システムから、双方向のエ
ネルギー需給システムへの変
革を図り、IT技術とプロセス
シミュレーションの手法を組
み合わせてエネルギー需給を
最適にマネジメントする研究
を行っています。

エネルギー・環境研究室

双方向エネルギー需給システム▲ 電気自動車のエンジン▲

ハイブリッドエネルギー変換システムの開発

構造材料の強度、すなわち外力に対する変形・抵抗および破
壊に関係する特性は材質に関係なく重要な特性です。鉄鋼材
料・軽金属合金・CFRPなど各種材料に対して特性改善のため
に、加工技術や処理技術などを提案し、実験・解析両面から
その強度評価を行っています。さらに、組織観察を中心に強
度に対する微視的要因についても検討を行っています。

材料・機械設計学研究室

金属材料の引張試験▲ Mg合金の組織観察▲

各種材料の特性改善とその評価

ライフラインである電力系統において、電気の利用環境を良
好にするためのシミュレーションを行えるよう、電気機器や
家電機器を使用しているときの電圧・電流の測定や分析を通
じ、これらの機器の解析モデルを推定する方法の研究を行っ
ています。

電力工学研究室

電気機器の電圧・電流波形の分析▲ 電気機器使用時の測定▲

電気機器の解析モデル推定に関する研究
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私がこの大学を選んだ理由は3つあります。1
つ目は、オープンキャンパスで訪れたときに、
大学の雰囲気が良かったことです。建物が綺

麗なだけでなく、大学周辺は自然が豊かでとても静かで
した。2つ目は、大学が家から近く、通える距離にあった
ことです。3つ目として、情報システム工学科は、プログ
ラミングやロボット製作など、いろいろなことを学べる学
科で、私はこのような環境で幅広く学びたくて、この学科
を選びました。実際に入学してみると、勉強の環境はもち
ろん、実験、演習などの環境も充実していました。

情報システム工学科では、情報工学、機械
工学など幅広い分野を学べるので、この学
科は、自分が将来何をしたいかまだはっき

りしていない人にはうってつけだと思います。私自
身、入学当初はやりたいことが見つかっていません
でしたが、様々な学問を学ぶうちに興味を持てる分
野が自然とでき、将来の目標ができました。自分の
将来に不安を感じている人、工学について幅広く学
びたい人に、この学科をぜひおすすめしたいです。

大学院に進学して良かったことは、研究を
続けられることです。学部では4年生に
なってから1年間卒業研究を行いますが、

知識的にも時間的にもできることには限界がありま
す。しかし、大学院に進学するともう2年研究を続け
られるので、より多くのことを学び、新しい研究課
題にチャレンジできます。また、学外で研究成果を
発表する機会があり、自分の視野を広げてくれるよ
うな貴重な体験がたくさんできます。

豊かな自然に囲まれた位置に本大学があり
ます。入試の際に県立大学を訪れ、周辺の
様子に驚いたことを今でも覚えています！

入学当初は、具体的な将来設計はまだありませんでし
た。先生方、諸先輩方、愉快な仲間との出会いを経
て、また、情報システム工学科の特徴でもある機械工
学・情報工学の講義を通じて、幅広い知識を身につけ
ることにより、現在の職場に勤めることができまし
た。今でも同輩、先生方との交流もあり、本当に充実
した大学生活を送る事ができたと感じております。

遠部 瑞貴

情報システム工学科
平成26年度入学生

児嶋 雅大

情報システム工学科
平成26年度入学生

竹下 洋

大学院博士前期課程
制御・ロボット工学研究室
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教育設備

人間情報工学科演習室

人間情報工学科実験室

授業の紹介

学科所有の６６台のコンピュータは、「ソフトウエア」を開発するためのプロ
グラミング系の演習、ＣＡＤを利用して「もの」を設計するための設計製図演
習Ⅰ・Ⅱや課題レポートの作成等で利用されています。

学科所有の実験室は、呼吸代謝装置、三次元身体動作計測装置や高速度
カメラなどの人間の構造と機能を測定する機器が備わっています。これ
らの機器は、人間情報工学実験Ⅰ・Ⅱなどの実験系の授業や卒業研究等で
利用されています。

人間中心の設計思想を実践するには、まず
人間について知ることが必要です。ヒトの体
は、どのような作りで、またどのような仕組
みで成り立っているのかについて学びます。

●人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ

ものづくりの基盤となる機構・電気・アク
チュエータ技術を網羅的に概観し、現場で
多用される実用的な機械制御手法からロ
ボットの最新技術までを学びます。

●メカトロニクス
実用的なスキルを身につける観点から、身
体運動で重要な筋電位を計測するための生
体アンプを製作し、ノイズフィルタや信号
処理・加工技術を習得します。

●創造設計・実験Ⅰ・Ⅱ
「目は口ほどにものをいう」ということわざがあるように、人間の
目は感情や気分が反映されます。そこで、人の感情を視線や
瞳の大きさから推定し、日常生活を豊かにする新しい感性イ
ンタフェースの研究開発を行うなど、個々のテーマに対し、
様 な々分野の先端技術を駆使して問題解決に取り組みます。

●卒業研究

生活環境を支え、快適な生活を実現する科
学的アプローチの第一歩は、人間特性を数
値化することです。人体機能や人間動作・
行動を数値化するための方法、数値解析等
を実験により学びます。

●人間情報工学実験Ⅰ・Ⅱ
様々な物や環境との関わりの中での人間の身
体的、認知的、精神的特性を解説するとともに、
人間中心設計のための理論・原則、各種デー
タ、設計・評価手法などについて学びます。

●人間工学
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人間を取り巻く計測センサや
入力デバイス等のあらゆる機
器に搭載されている組込みシ
ステムのインテリジェント化
を目指して、物体認識システ
ムの高信頼化・高性能化や人
間－機械の協調設計等、日常
生活を豊かにする感性システ
ムの研究開発に取り組んでい
ます。

人間情報工学科の研究
コンピュータ工学研究室

脳情報システム研究室

生体システム研究室

画像情報工学研究室

インテリジェント
システム講座

人間動態学研究室

認知行動科学研究室

スポーツ行動学研究室

体力科学研究室

スポーツ・ヒューマン
ダイナミクス講座

人間・熱環境研究室

人間機械システム研究室

バイオメカトロニクス研究室

計測システム工学研究室

人間支援工学講座

インテリジェントシステム講座

スポーツヒューマンダイナミクス講座

人間支援工学講座

コンピュータ工学研究室 脳情報システム研究室

生体システム研究室
画像情報工学研究室

視覚や体性感覚などの感
覚情報が脳に入力され、
知覚、認知されるメカニ
ズムを明らかにするため
に、心理物理学的アプ
ローチ、必要に応じて脳
活動計測などを行うこと
により得られるデータの
解析を行っています。ま
た、脳における情報処理

モデルの構築を試みます。さらに、カメラで撮影された映像か
ら必要な情報を抽出する技術の開発、安全システムへの応用に
ついて研究を行っています。

生体のしくみを知り、それを
活用するという観点から、と
くに生体の神経系の情報伝達
機構に焦点を置き、脳の基本
設計図とも言うべき神経連絡
経路をしらべています。なか
でも呼吸、循環、消化など、
生命維持に重要なはたらきを
になう脳幹部の神経連絡につ
いて、神経トレーサーを用い
た神経解剖学的手法、さらに
は、抗体を用いた免疫組織化
学的手法などを駆使して研究
を行っています。

視覚はヒトの五感の中で
その依存度が最も高い感
覚です。これを計算機で
実現するため、人物追跡
や挙動監視をはじめとし
た、カメラから得られる
画像情報に対する処理の
高度化についての研究・
開発を行っています。

人間・熱環境研究室 人間機械システム研究室

バイオメカトロニクス研究室

蛍光標識細胞と蛍光顕微鏡システム▲

画像情報処理による異常検出システム▲

人間動態学研究室 認知行動科学研究室

体力科学研究室 スポーツ行動学研究室

人－もの－環境の望ましい
関係を追求し、人間にとっ
て安全で快適であり、スポ
ーツ場面では競技能力をサ
ポートする技術・機器・用
具を人間工学及び運動生理
学の視点から研究・開発し
ています。

人間中心の設計思想から、人
間の認知・学習特性やユー
ザビリティ（感性評価）、運動
知覚などについて、心理実験
とデータマイニングによる
解析を行い、こどもから高齢
者を含めた人間の認知－感
性－行動モデルの構築をめ
ざしています。

身体機能に基づいた「も
の・システムづくり」を鑑
み、幼児から高齢者、競技
者や障害者を対象に、外部
環境や運動負荷の変化に
対する生体の応答と適応、
最適運動処方、介護予防機
能、スポーツパフォーマン
ス評価について研究して
います。

スポーツ振興によるまちづ
くり、スポーツ産業の発展
がもたらす地域貢献への可
能性、地域のこどもや高齢
者の健康増進のためのシス
テム化などを検討し、これ
からのスポーツと地域・社
会との関係づくりを探求し
ています。

摩耗靴着用時の足関節モーメントの分析▲
ラダリング・テキストマイニングのための

危険予測運転実験▲

左：ジャンプ力向上のためのトレーニング評価▲
右：ハイスピードカメラによるボール変形量の計測

ゼミナール形式のディスカッション▲

人間活動と密接な関連を
もつ人間－熱環境系をと
りあげ、人体の動的な特
性と熱環境の相互関連を
熱工学・医工学の立場か
ら探求し、その成果を機
器・空間設計や材料開発
に結びつけています。

人体を含む複雑システムの
モデル化、解析、評価を人間
工学の立場からとりくみ、こ
れらの知見をもとに、人体の
動的な特性に適合する製品
開発を行っています。

ヒトの高次の生体機能を模倣するロボットの設計開発と制御に
関する研究を行っており、身体運動特有の滑らかで柔らかい動
きを再現できるロボットの開発に取り組んでいます。また、人間
支援・生活支援ロボットやリハビリテーションロボットなどの
開発を目指しており、数値解析からロボットの設計製作や動作
検証まで幅広い研究を行っています。当研究室ではロボット全
般にわたる実用的な知識が修得できます。

人工気象室における温熱生理計測▲

道路の状態や車の振動に呼応する運転席▲

ヒトの手指の巧みな操作をロボットで実現▲

計測システム工学研究室
スポーツ、福祉、健康、医療
といったライフサイエンス
に応用できる計測技術とそ
のシステム化を研究してい
ます。具体的には、回転・並
進運動を伴うフォームの計
測と評価、車いすの自走中
の生体情報モニタリングシ
ステムなどの研究です。

運動計測実験の様子▲
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スポーツ行動学研究室

体力科学研究室

スポーツ・ヒューマン
ダイナミクス講座
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人間機械システム研究室
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計測システム工学研究室
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蛍光標識細胞と蛍光顕微鏡システム▲
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人間中心の設計思想から、人
間の認知・学習特性やユー
ザビリティ（感性評価）、運動
知覚などについて、心理実験
とデータマイニングによる
解析を行い、こどもから高齢
者を含めた人間の認知－感
性－行動モデルの構築をめ
ざしています。

身体機能に基づいた「も
の・システムづくり」を鑑
み、幼児から高齢者、競技
者や障害者を対象に、外部
環境や運動負荷の変化に
対する生体の応答と適応、
最適運動処方、介護予防機
能、スポーツパフォーマン
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スポーツ振興によるまちづ
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者の健康増進のためのシス
テム化などを検討し、これ
からのスポーツと地域・社
会との関係づくりを探求し
ています。

摩耗靴着用時の足関節モーメントの分析▲
ラダリング・テキストマイニングのための

危険予測運転実験▲

左：ジャンプ力向上のためのトレーニング評価▲
右：ハイスピードカメラによるボール変形量の計測

ゼミナール形式のディスカッション▲

人間活動と密接な関連を
もつ人間－熱環境系をと
りあげ、人体の動的な特
性と熱環境の相互関連を
熱工学・医工学の立場か
ら探求し、その成果を機
器・空間設計や材料開発
に結びつけています。

人体を含む複雑システムの
モデル化、解析、評価を人間
工学の立場からとりくみ、こ
れらの知見をもとに、人体の
動的な特性に適合する製品
開発を行っています。

ヒトの高次の生体機能を模倣するロボットの設計開発と制御に
関する研究を行っており、身体運動特有の滑らかで柔らかい動
きを再現できるロボットの開発に取り組んでいます。また、人間
支援・生活支援ロボットやリハビリテーションロボットなどの
開発を目指しており、数値解析からロボットの設計製作や動作
検証まで幅広い研究を行っています。当研究室ではロボット全
般にわたる実用的な知識が修得できます。

人工気象室における温熱生理計測▲

道路の状態や車の振動に呼応する運転席▲

ヒトの手指の巧みな操作をロボットで実現▲

計測システム工学研究室
スポーツ、福祉、健康、医療
といったライフサイエンス
に応用できる計測技術とそ
のシステム化を研究してい
ます。具体的には、回転・並
進運動を伴うフォームの計
測と評価、車いすの自走中
の生体情報モニタリングシ
ステムなどの研究です。

運動計測実験の様子▲



私は体を動かすことが得意で、幼い頃から続
けてきた野球では体にかかる負担や無駄な
動きを減らすなどといったスパイク選びや体

の動きに気を配っていました。そういった経験が身体の
構造や動きに興味をもたせ学びたいと思いました。人間
中心の設計思想を様々な視点から学ぶことのできるこの
学科で人体の構造や機能、身体の動きや特徴、そしてス
ポーツだけでなくヒューマンダイナミクスという大きな
カテゴリーの中で私の知らないことを学べる人間情報工
学科に魅力を感じたのでこの学科を選択しました。

人間情報工学科では、人間の身体の筋肉や骨
格について学んだり、プログラミングについ
て学んだりと様々なことを学ぶことができ

ます。グループごとに毎週違う課題に取り組んでいく実
験があったり演習があったりと少し忙しいかもしれま
せんが、やりがいや出来たときの達成感があり楽しいと
思います。またスポーツ好きな人が多いので同じ趣味の
人同士でも仲良くなれますし、私のようにスポーツにつ
いて詳しくない人でもみんなと仲良くなれるとても良
い学科です。

私が大学院に進学した理由は、自分の研究
を深めたいと考えたからです。大学院では、
学部よりもより専門的に学び、研究もより

深く追究することができます。研究を深めた分、学外
の勉強会や学会などで自分の意見を発表する時も、明
確な自信を持って発表することができるようになり
ました。岡山県立大学は高い志を持った人が多く、先
生や先輩や後輩たちから様々な刺激を受けます。私は
大学院に進学したことで、勉学だけでなく人として大
きく成長できたと感じています。

現時点で、将来の自身の在りたい姿は分からない。
でも、様々な事を学んだ上で自身の在るべき姿を
決めたい。だから、大学での学びを通じて、多様な

自身の在り方を見出したい。このような高い志を持った学生に薦
めたい学科です。人間情報工学科では、人間”科学”と情報”工学”
が融合した領域(学際領域)で最先端の知識を学び、その研究や
開発に挑む事ができます。この領域のエキスパートである先生
方の元で同じ志を持った学生と学ぶ事は、多様で奥深い在り方
に触れることと同義です。したがって、人間情報工学科は自身の
在りたい姿を見出せる場であると、私は確信しています。

浅野 由大

人間情報工学科
平成27年度入学生

長谷部 日菜乃

人間情報工学科
平成27年度入学生

小出 彩友美

大学院博士前期課程
人間動態学研究室

篠原 大樹

株式会社本田技術研究所
博士前期課程
平成26年度修了生
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情報・通信

情報・通信学部

電子情報
通信工学
領域

機械
システム
工学領域

人間情報
システム
工学領域

電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員 進学

電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員

情報・通信大学院 電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員

　また、社会人のための長期履修学生制度および早期修了
制度を設けています

次世代ICT技術の開発・展開に必要となる情報処理工
学、情報通信工学及び情報電子工学の3分野の技術

情報工学と機械工学を融合した次世代技術の開発・展開
に必要となるソフトウェアシステム工学、知的インター
フェースシステム工学及び機械・エネルギーシステム工
学の3分野の技術

人間の生活支援に関する次世代技術の開発・展開に必要
となるインテリジェントシステム、スポーツ・ヒューマ
ンダイナミクス及び、人間支援工学の3分野の技術

電子情報通信
工学領域

機械システム
工学領域

人間情報システム
工学領域

人間情報システム領域

電子情報通信工学領域

機械情報システム領域

博士前期/後期課程
システム工学専攻

大学院情報工学研究科

人間情報
工学科

（株）システムエンタープライズ／Klab（株）／（株）せと
うちシステム／（株）NICS／（株）サイバーコミュニケー
ションズ／（株）ハイテックシステムズ／（株）プロビズ
モ／（株）ラクス／（株）岡山システムサービス／イン
フォニック（株）／三菱スペース・ソフトウエア（株）／三
菱電機コントロールソフトウェア（株）／東都システム
ズ（株）／（株）両備システムズ／アイピーシステム（株）
／（株）NTTフィールドテクノ／（株）アルカディア／
（株）ケイ・シー・シー／（株）ジェネス／（株）富士通四
国インフォテック／テクノベース（株）／ニューソン・コ
ンピュータ（株）／NECネッツエスアイ／（株）トスコ／
ヤマハモーターソリューション／（株）テコラス／アクサ
ス（株）／キャスレーコンサルティング（株）／ベニックソ
リューション（株）／（株）テクノセブン／（株）エステン
ナイン京都／NECソリューションイノベータ（株）／
ピープルソフトウェア

（株）システムエンタープライズ／（株）ティピカル／セリ
オ（株）／（株）ユーコム／（株）両備システムソリュー
ションズ／（株）KSP／（株）OKIソフトウエア／（株）アル
プス技研／（株）システムズナカシマ／JFEシステムズ
（株）／NTTファシリティーズ中国／（株）オーユーシス
テム／（株）システムタイズ／（株）ベネッセインフォシェ
ル／スキルアップビデオテクノロジーズ（株）／トーテッ
クアメニティ（株）／トヨタ情報システム愛知／冨士ソフ
ト（株）／松芝エンジニアリング（株）／ユナイテッド（株）

（株）両備システムズ／（株）アイピーシステム／（株）シ
ステムエンタープライズ／（株）岡山システムサービス
／（株）エキスパートパワーシズオカ／（株）エスアイイ
ンフォジェニック／ノバシステム（株）／宮川情報テクノ
（株）

（株）井上鉄工所／山陽設計工業（株）／滝澤鉄工所
／（株）江口電機／（株）新星工業社／菱電工機エンジ
ニアリング（株）／リョーサン（株）

コアテック（株）／みのる産業（株）／倉敷化工（株）／
（株）アルプス技研／（株）レクサム／小橋工業（株）／
冨士ベークライト（株）／モリマシナリー（株）／（株）
フォトロン／木原興業（株）／倉敷化成（株）／倉敷
レーザ（株）／広島化成（株）／KYB（株）／（株）平和
／住友電工焼結合金（株）／ファミリーイナダ（株）／
丸五ゴム工業（株）／安田工業（株）／共立電気（株）／
日亜化学工業（株）／三菱電機エンジニアリング（株）

（有）長野計測／（株）いすゞ 自動車／（株）ピーエスジー
／（株）英田エンジニアリング／（株）武田鉄工所／シマ
ブンエンジニアリング（株）／（株）ジーベック／（株）タ
グチ工業／（株）筑紫工業／ダイヤ工業（株）／内山工
業（株）／（株）旭テクノプラント／（株）シギヤ精機製作
所／大善（株）／片山工業（株）／（株）コンテック／オム
ロンスイッチアンドデバイス（株）／日星電気（株）

（株）サイクルベースあさひ／（株）オージス総研／ジョ
ンソンコントロールズ（株）／テクノプロ・デザイン社／
（株）中電工／中国電力

ハマエンジニアリング／日本通運（株）／西日本旅客鉄
道（株）／日本郵便（地域基幹職）／アキュラホーム
（株）／岩水開発（株）

（株）両備ヘルシーケア／西日本旅客鉄道（株）／
HINODE＆SONS（株）／（株）Art  Corporation／エ
ス･バイ･エル･カバヤ（株）／岩水開発（株）／カイタッ
ク（株）／岡山ガス（株）

（株）プライマリー／岡山日野自動車（株）／三菱電機
ビルテクノサービス（株）／（株）アイネックス／（株）宗
家 源 吉兆庵 ／（有）アイユーホーム／メイテック／な
るたき保育園／安藤嘉助商店／岡山県農協電算セン
ター／京都府警／防衛省（情報本部）／広島市消防
局／岡山市役所

三菱電機ビルテクノサービス（株）／国際興業（株）／
（株）トラストテック／倉敷倉庫（株）／フタバ自動車学
校／（株）ハヤシ／JA島根／京都北都信用金庫／積
水ハウス（株）／地方公務員（警察官，消防官）

（株）トンボ学生服／（株）サンエイジャンボグループ／
社会福祉法人ももぞの学園／（株）アルペン／オー
ジー物流（株）／（株）サンヨーオートセンター／トヨタ
カローラ広島（株）／管公学生服（株）／三菱ビルテク
ノサービス（株）／（株）アクアティック／（株）鷗州コー
ポレーション／（株）シシドモータース／（株）ヒマラヤ
／三菱UFJ信託銀行（株）／トマト銀行（株）／岡山信
用金庫／広島県信用農業協同組合／日生信用金庫／
ＪＡ真庭／岡山市農業協同組合／笠岡信用組合／防
衛省　航空自衛隊／玉野市／佐賀県嬉野市／長崎
県警／岡山市消防局／鹿児島県警察本部／矢掛町

（株）両備システムズ／（株）アルプス技研／（株）イン
タークエスト／（株）ケイ・オプティコム／（株）ユーコム
／CKCネットワーク（株）／NECシステムテクノロジー
（株）／トヨタテクニカルディベロップメント（株）／（株）
シーエーシー／（株）せとうちシステム　／（株）ソフト
ウェア・サービス／（株）ティピカル／（株）マーズ／
（株）科学情報システムズ／オムロンソフトウエア（株）
／ドコモシステムズ（株）／中央システム技研（株）／
イーソル（株）／（株）スクラムソフトウェア／（株）日立
ソリューションズ／セリオ（株）／東京コンピュータ
サービス（株）／東都システムズ（株）

（株）システムエンタープライズ／京セラドキュメントソ
リューションズジャパン（株）／三菱電機マイコン機器
ソフトウェア（株）／日本コンピュータシステム（株）／
（株）神戸デジタルラボ／（株）シー・エス・ディー／
（株）ジーニー／（株）電通国際情報サービス／（株）
ハーバーソフトウエア／キャノンITソリューションズ
（株）／（株）日立ソリューションズクリエイト／三菱電
機エンジニアリング（株）／（株）富士通アドバンストエ
ンジニアリング／（株）科学情報システムズ／（株）
ティーネットジャパン／（株）デザインネットワーク／
（株）両備システムズ／アオイ電子／アルトナ／医療シ
ステムズ（株）／東京コンピュータサービス（株）／（株）
NTTデータ四国／（株）せとうちシステム／NCS＆A
（株）／富士通エフ・アイ・ピー（株）

（株）gloops／（株）せとうちシステム／ソフトバンク
（株）／東京コンピューターサービス（株）／京セラド
キュメントソリューションズ（株）／三菱電機マイコン機
器ソフトウェア（株）

アイシン精機（株）／古河AS（株）／（株）いすゞ 自動車
／三菱電機エンジニアリング（株）／（株）ワイヤーデバ
イス／住友電装（株）／ローム・ワコー（株）／ジョンソ
ンコントロールズ（株）／四変テックグ（株）／マイクロ
ンメモリージャパン（株）／東芝情報システム（株）

サノヤスホールディングス（株）／アイシン精機（株）／
（株）いすゞ 自動車／三井造船システム技研（株）／冨
士ベークライト（株）／（有）田嶋モータス／（株）エクセ
ディー／（株）ハーモニックドライブシステム／（株）ハ
イレックス／（株）湯山製作所／サンデン（株）／ダイハ
ツディーゼル（株）／タカラスタンダード（株）／富士通
テン（株）／（株）タクマ／（株）寺岡精工／デンソーテク
ノ（株）／リョービ（株）／西日本電気システム（株）／
（株）いすゞ 自動車／TMTマシナリー（株）／（株）椿本
チェイン／THK（株）／内山工業（株）／スマートインプ
リメント（株）／日本ピラー工業（株）／安田工業（株）
／（株）ナテック／倉敷化工（株）／住友重機械ファイ
ンテック（株）／日本電産（株）／三菱マテリアル（株）

（株）カワムラサイクル／（株）モルテン／オージー技研
（株）／日本シグマックス（株）／倉敷化工（株）／神鋼
造機（株）／（株）いすゞ 自動車／（株）ゴールドウイン／
本田技研工業（株）／大和冷機工業（株）／（株）石崎
本店／トヨタ車体（株）／ダイヤ工業（株）／オムロンス
イッチアンドデバイス（株）

（株）ファインズ／（株）岡山医学検査センター／京楽ピ
クチャーズ（株）／（株）アルトナー／中国電力（株）

（株）両備ヘルシーケア／中国電力（株）

靴工房M und M／（株）モルテン

（株）NHKアイテック／（株）メイテック／三菱電機ビル
テクノサービス（株）／NTTファシリティーズ中国／
（株）アウトソーシングテクノロジー／（株）エスユーエ
ス／（株）オービス／（株）テクノプロ／（株）デザイン
ネットワーク／コリアテクノエージェンシー／国土交通
省

三菱電機ビルテクノサービス（株）／（株）日立ビルシス
テム／エイチエムピーシアターカンパニー／（株）メイ
テック／公務員

日本赤十字社



情報・通信

情報・通信学部

電子情報
通信工学
領域

機械
システム
工学領域

人間情報
システム
工学領域

電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員 進学

電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員

情報・通信大学院 電気・電子、機械、製造 その他製造、電力、運輸 サービス・公務員

　また、社会人のための長期履修学生制度および早期修了
制度を設けています

次世代ICT技術の開発・展開に必要となる情報処理工
学、情報通信工学及び情報電子工学の3分野の技術

情報工学と機械工学を融合した次世代技術の開発・展開
に必要となるソフトウェアシステム工学、知的インター
フェースシステム工学及び機械・エネルギーシステム工
学の3分野の技術

人間の生活支援に関する次世代技術の開発・展開に必要
となるインテリジェントシステム、スポーツ・ヒューマ
ンダイナミクス及び、人間支援工学の3分野の技術

電子情報通信
工学領域

機械システム
工学領域

人間情報システム
工学領域

人間情報システム領域

電子情報通信工学領域

機械情報システム領域

博士前期/後期課程
システム工学専攻

大学院情報工学研究科

人間情報
工学科

（株）システムエンタープライズ／Klab（株）／（株）せと
うちシステム／（株）NICS／（株）サイバーコミュニケー
ションズ／（株）ハイテックシステムズ／（株）プロビズ
モ／（株）ラクス／（株）岡山システムサービス／イン
フォニック（株）／三菱スペース・ソフトウエア（株）／三
菱電機コントロールソフトウェア（株）／東都システム
ズ（株）／（株）両備システムズ／アイピーシステム（株）
／（株）NTTフィールドテクノ／（株）アルカディア／
（株）ケイ・シー・シー／（株）ジェネス／（株）富士通四
国インフォテック／テクノベース（株）／ニューソン・コ
ンピュータ（株）／NECネッツエスアイ／（株）トスコ／
ヤマハモーターソリューション／（株）テコラス／アクサ
ス（株）／キャスレーコンサルティング（株）／ベニックソ
リューション（株）／（株）テクノセブン／（株）エステン
ナイン京都／NECソリューションイノベータ（株）／
ピープルソフトウェア

（株）システムエンタープライズ／（株）ティピカル／セリ
オ（株）／（株）ユーコム／（株）両備システムソリュー
ションズ／（株）KSP／（株）OKIソフトウエア／（株）アル
プス技研／（株）システムズナカシマ／JFEシステムズ
（株）／NTTファシリティーズ中国／（株）オーユーシス
テム／（株）システムタイズ／（株）ベネッセインフォシェ
ル／スキルアップビデオテクノロジーズ（株）／トーテッ
クアメニティ（株）／トヨタ情報システム愛知／冨士ソフ
ト（株）／松芝エンジニアリング（株）／ユナイテッド（株）

（株）両備システムズ／（株）アイピーシステム／（株）シ
ステムエンタープライズ／（株）岡山システムサービス
／（株）エキスパートパワーシズオカ／（株）エスアイイ
ンフォジェニック／ノバシステム（株）／宮川情報テクノ
（株）

（株）井上鉄工所／山陽設計工業（株）／滝澤鉄工所
／（株）江口電機／（株）新星工業社／菱電工機エンジ
ニアリング（株）／リョーサン（株）

コアテック（株）／みのる産業（株）／倉敷化工（株）／
（株）アルプス技研／（株）レクサム／小橋工業（株）／
冨士ベークライト（株）／モリマシナリー（株）／（株）
フォトロン／木原興業（株）／倉敷化成（株）／倉敷
レーザ（株）／広島化成（株）／KYB（株）／（株）平和
／住友電工焼結合金（株）／ファミリーイナダ（株）／
丸五ゴム工業（株）／安田工業（株）／共立電気（株）／
日亜化学工業（株）／三菱電機エンジニアリング（株）

（有）長野計測／（株）いすゞ 自動車／（株）ピーエスジー
／（株）英田エンジニアリング／（株）武田鉄工所／シマ
ブンエンジニアリング（株）／（株）ジーベック／（株）タ
グチ工業／（株）筑紫工業／ダイヤ工業（株）／内山工
業（株）／（株）旭テクノプラント／（株）シギヤ精機製作
所／大善（株）／片山工業（株）／（株）コンテック／オム
ロンスイッチアンドデバイス（株）／日星電気（株）

（株）サイクルベースあさひ／（株）オージス総研／ジョ
ンソンコントロールズ（株）／テクノプロ・デザイン社／
（株）中電工／中国電力

ハマエンジニアリング／日本通運（株）／西日本旅客鉄
道（株）／日本郵便（地域基幹職）／アキュラホーム
（株）／岩水開発（株）

（株）両備ヘルシーケア／西日本旅客鉄道（株）／
HINODE＆SONS（株）／（株）Art  Corporation／エ
ス･バイ･エル･カバヤ（株）／岩水開発（株）／カイタッ
ク（株）／岡山ガス（株）

（株）プライマリー／岡山日野自動車（株）／三菱電機
ビルテクノサービス（株）／（株）アイネックス／（株）宗
家 源 吉兆庵 ／（有）アイユーホーム／メイテック／な
るたき保育園／安藤嘉助商店／岡山県農協電算セン
ター／京都府警／防衛省（情報本部）／広島市消防
局／岡山市役所

三菱電機ビルテクノサービス（株）／国際興業（株）／
（株）トラストテック／倉敷倉庫（株）／フタバ自動車学
校／（株）ハヤシ／JA島根／京都北都信用金庫／積
水ハウス（株）／地方公務員（警察官，消防官）

（株）トンボ学生服／（株）サンエイジャンボグループ／
社会福祉法人ももぞの学園／（株）アルペン／オー
ジー物流（株）／（株）サンヨーオートセンター／トヨタ
カローラ広島（株）／管公学生服（株）／三菱ビルテク
ノサービス（株）／（株）アクアティック／（株）鷗州コー
ポレーション／（株）シシドモータース／（株）ヒマラヤ
／三菱UFJ信託銀行（株）／トマト銀行（株）／岡山信
用金庫／広島県信用農業協同組合／日生信用金庫／
ＪＡ真庭／岡山市農業協同組合／笠岡信用組合／防
衛省　航空自衛隊／玉野市／佐賀県嬉野市／長崎
県警／岡山市消防局／鹿児島県警察本部／矢掛町

（株）両備システムズ／（株）アルプス技研／（株）イン
タークエスト／（株）ケイ・オプティコム／（株）ユーコム
／CKCネットワーク（株）／NECシステムテクノロジー
（株）／トヨタテクニカルディベロップメント（株）／（株）
シーエーシー／（株）せとうちシステム　／（株）ソフト
ウェア・サービス／（株）ティピカル／（株）マーズ／
（株）科学情報システムズ／オムロンソフトウエア（株）
／ドコモシステムズ（株）／中央システム技研（株）／
イーソル（株）／（株）スクラムソフトウェア／（株）日立
ソリューションズ／セリオ（株）／東京コンピュータ
サービス（株）／東都システムズ（株）

（株）システムエンタープライズ／京セラドキュメントソ
リューションズジャパン（株）／三菱電機マイコン機器
ソフトウェア（株）／日本コンピュータシステム（株）／
（株）神戸デジタルラボ／（株）シー・エス・ディー／
（株）ジーニー／（株）電通国際情報サービス／（株）
ハーバーソフトウエア／キャノンITソリューションズ
（株）／（株）日立ソリューションズクリエイト／三菱電
機エンジニアリング（株）／（株）富士通アドバンストエ
ンジニアリング／（株）科学情報システムズ／（株）
ティーネットジャパン／（株）デザインネットワーク／
（株）両備システムズ／アオイ電子／アルトナ／医療シ
ステムズ（株）／東京コンピュータサービス（株）／（株）
NTTデータ四国／（株）せとうちシステム／NCS＆A
（株）／富士通エフ・アイ・ピー（株）

（株）gloops／（株）せとうちシステム／ソフトバンク
（株）／東京コンピューターサービス（株）／京セラド
キュメントソリューションズ（株）／三菱電機マイコン機
器ソフトウェア（株）

アイシン精機（株）／古河AS（株）／（株）いすゞ 自動車
／三菱電機エンジニアリング（株）／（株）ワイヤーデバ
イス／住友電装（株）／ローム・ワコー（株）／ジョンソ
ンコントロールズ（株）／四変テックグ（株）／マイクロ
ンメモリージャパン（株）／東芝情報システム（株）

サノヤスホールディングス（株）／アイシン精機（株）／
（株）いすゞ 自動車／三井造船システム技研（株）／冨
士ベークライト（株）／（有）田嶋モータス／（株）エクセ
ディー／（株）ハーモニックドライブシステム／（株）ハ
イレックス／（株）湯山製作所／サンデン（株）／ダイハ
ツディーゼル（株）／タカラスタンダード（株）／富士通
テン（株）／（株）タクマ／（株）寺岡精工／デンソーテク
ノ（株）／リョービ（株）／西日本電気システム（株）／
（株）いすゞ 自動車／TMTマシナリー（株）／（株）椿本
チェイン／THK（株）／内山工業（株）／スマートインプ
リメント（株）／日本ピラー工業（株）／安田工業（株）
／（株）ナテック／倉敷化工（株）／住友重機械ファイ
ンテック（株）／日本電産（株）／三菱マテリアル（株）

（株）カワムラサイクル／（株）モルテン／オージー技研
（株）／日本シグマックス（株）／倉敷化工（株）／神鋼
造機（株）／（株）いすゞ 自動車／（株）ゴールドウイン／
本田技研工業（株）／大和冷機工業（株）／（株）石崎
本店／トヨタ車体（株）／ダイヤ工業（株）／オムロンス
イッチアンドデバイス（株）

（株）ファインズ／（株）岡山医学検査センター／京楽ピ
クチャーズ（株）／（株）アルトナー／中国電力（株）

（株）両備ヘルシーケア／中国電力（株）

靴工房M und M／（株）モルテン

（株）NHKアイテック／（株）メイテック／三菱電機ビル
テクノサービス（株）／NTTファシリティーズ中国／
（株）アウトソーシングテクノロジー／（株）エスユーエ
ス／（株）オービス／（株）テクノプロ／（株）デザイン
ネットワーク／コリアテクノエージェンシー／国土交通
省

三菱電機ビルテクノサービス（株）／（株）日立ビルシス
テム／エイチエムピーシアターカンパニー／（株）メイ
テック／公務員
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